
日立の特言午と新案

日立製作所では所有している全部の特許･実用新案をすべ

て有償開放致しております｡

このリストには,日立製作所所有の特許･実用新案で,日

立製作所が実r祭に使用したものの中から,選んで碓儀致しま

した｡

なお,照会･実施の御希望がございますこ場でナは,右記まで

御連絡くださるよう,お願い申しあげます｡

■ オートクレーブ

!!くi仝先
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何l勺一誌j係 日ニウニ製作所特許部特許官業グループ

i祉外一弘j係 日立製作所托‖祭事業部欧米部

(03)270-2111(人代表)

〒100 束京都了一代田区大手町2-6-2(日本ビル)

登録者号 公告番号 名 称 登録者号 公告番号 名 称

特443645 39-21602 多段式高圧軸封装置 実931344

実951093

45-27503

46-17864

高温高圧容器内かくはん軸の被覆

特581405 45-4590

45-24698

ドラムブレーカの冷却方法 装置

実931329 高温高圧容器内かくはん軸の被覆 軸封装置の固定座押え

装置 実958977 46-23166 シール液自動給液加圧装置

実958996 46-21873 圧力容器の軸封装置

■ 蒸発機

登董蔓番号 公告番号 名 称 登韓番号 公告番号 名 称

特633501 46¶20042

46-26380

テーパ【ロール式薄膜蒸発装置 特647522 46-36310 薄暗型蒸発装置の気液分柾装置

特636朗5 遠心式薄膜蒸発装置 実863355 42-21732 横巧■壬遠心薄膜蒸発器

■ コンペヤ

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特412411 38【6009 コンベヤベルトのまくれ防止装置 特701868 48-617 コンベヤライン走行物体検出装置

■ 巻上機

登実録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特692152 47-48456 無衝撃制動装置 実939219 46-1305 制動制御装置

特706711 48-9740 巻上機用制動装置における過制動

防止装置

実1010779 47-43043 可変吐出油圧ポンプ装置

■ パレットローダ

登貪曇番号 公告番号 名 称 登毒最番号 公告番号 名 称

特541690

特620613

42-21695

46-9011

パレットローダ

パレットローダ

実821237 41-16683 ローラコンベヤの荷卸し装置

■ 歯車および変速機

登録番号 公告番号 名 称 登録番号 公告番号 名 称

特413409 38▼10468 流体変速機の改良 実837602 42-6820 フレキシブルカップリ ング

特481614 41-3341 充排油式i充体変速機 芙907593 45-1774 遊星歯車装置

特577573 45-198 精度に鈍感な円弧歯車の創成法 実924259 45-20098 減速歯車装置

特600323 45-23887 円弧歯形歯車の製作法 実961045 46-25718 車両用変速機

特692187 47-36547 自動変速機切替用油圧装置 実985873 47-10326

47-13777

テーノキーなボス孔を持つ歯車の構造

特723391 48-27350

41-23767

立形ギヤーモートル 実987236 軸封装置

実827532 遊星歯車装置 実989839 47-19789 ヒステリシスをもつ自動切替弁

78



日立評論 VOL.58 No.3(1976-3)253

全電子式制御システム日立ユニトロール∑シリーズ

本シり"ズは,アナログ制御,ディ

ジタル利子卸,更には制御用計算慌シス

テムとの完全な結合を実現きせた新し

い総合計装システムである｡運転員の
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図l 日立ユニトロール∑シリーズ オペ

レーターズ コンソール

操作性を向上させるとともに,制御シ

ステムの設計,エンジニアリング,製

作,計装工事,保全などを合理化し,

システムの信束副生を向上させる(図1)｡

1.主な特長

(1)中規模のアナログ計装から複雑な

計算機制御まで,あらゆるレベルの計

装に通用できる｡

(2)マイクロ コンピュータをフ導入した

ディジタル計装は,ソフトウェアに計

装用語を用いており,システム構成が

容易である｡

(3)ルMブ コントロ【ラなど,独自の

システム構成i去によ1),点い信束副生と

保全′性が行られる｡

(4)cRT(Cathode Ray Tube)を

含む計算機システムも,木質ご安全ド方爆

が通用できる｡

(5)CRT,プラズマ ディスプレイな

ど各稚の表ホ操作部が選べる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

意

表l 日立ユニトロール∑シリーズ仕様

項 目 イ士 様 項 目 仕 様

ア ナ ロ グ 部 デ ィ ジ タ ル 部

信 ち

lフィールド信号

DC4～20mA

システム内信号

DCl､5V

l

マイクロ
DSC-21形

コンピュータ

電 源

計器電源

DC24〉十川%

語 長

l

16ビット

寸 法

(パネル計器)

幅50mm,高さ

ト叫EC矧
メ モ リ 4ノーー】6K語

l DDCループ数 最大32

シーケンサ

入出力

入力:最大2′048点

出力:最大l′02ほ

3.適用分野

鉄鋼･金属工業

石油･二行油化学+二業

食品･醗酵工業

+二･下水道設備

機械二工業

(口_立製作所 計測着岸二事業部)

170形シリーズ日立原子吸光/炎光分光光度計

170形シリーズ日立原了･【吸光/炎光分

光光度計は,｢より高竹三能に,よI=か､

やすく+をテーマに,鼓新の技術を結

集した三つの新しいシステムを備え,

ディジタル表示(オプショ ン)もできる

新製品である(図り｡

1.主な特長

(1)TICシステム(ThermallyIsolated

Compartment System)により,熱の

影与野による波艮ずれや感度変化を極限

に抑えて,安定な測忘三が行なえる｡

(2)ランプの無調整化の実現,応答適

性可変方式の採用により,名立過測定条

件が見いだせるほか,i農度スケーールが

端から10倍まで連続可変できる点を利

用して,試料の濃縮や再希釈が省略で

きるなど,クイ ック オペレーショ ン

システムが;こ惜しており,分析準備か

ら分析うこ了にうミる測定時F‾妄りの知縮化を

【ズ】った｡

(3)セーフティ システムを完備し,迅

速,.且つ安全な測定が行なえる｡すな

わち,

(a)標準バ【ナから高温バーナに切

り替えるとき,それぞれのバーナに

fナ致したガス流量に自動的に設定で

きる｡

(b) 自動点火プチ式を採用している｡

(C)高子蕊バ】ナは空気-アセチレン

炎優先着火により,逆火の心配がな

い○

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 計測器事業部)

表】170形日立原子吸光/炎光分光光度計仕様
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図】170形日立原子吸光/炎光分光光度計

項 ｢
､

機種 170一】0形 lTO-30形

三皮長範囲 190-900nm

ノヾンドパス 0.4nm

ランプ点燈本数 l本 2本

ノヾ-ナ 水冷式ワンスロット形プレミックス バーナ

N20/AIR+切替 アセチレン流量切替連動式.ワンタッチ切替

ガス配管の接続 クイック ジョイント方式

)則定モード 原子吸光 原子8及光/炎光

スケール拡大 ×l/柑～×10達糸売可変

応答速度切替 ズーム方式(連未完可変)

安全機構 バーナ誤使用防止キー,空気アセチレン炎優先着火

寸 ;去 幅85×奥行43×高さ48(cm)
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H-700形日立200kV電子顕微鏡の完成

今回完成したH-700形は,旧来の200

kV電子顕微鏡(以下,電顕と略す)と異

なり保証分解能が高い(2.8Å)という性

能面だけでなく,機能,大きさ,操作

性など全く画期的なものである｡

まず,200kVを印加L,加速する電

子銃部については図1の外観に見られ

るように,従来の製品(自社,他社も

含め)に比べて大幅にコンパクト化さ

れ,且つ高性能化が斑られている｡すな

わち,加速菅谷器はエポキシ系樹脂を

用し､ることにより高電圧絶縁を図ると

同時に,軽量化を実現し,加速管部は

多段加速方式を採用することにより､

‾最高200kVの電圧印加を極めて容易と

した｡その他,高圧ケーブルにも稚々

新しい設計が才采用され,取扱いが容易

になると同時に,太さも汎用形の電顕

と大差ないものとなっている｡この結

果,電了一統部の総重量は,汎用形の電

顕とほとんど同等で,従来の200kV電

顕のように電了一統部が大きく,また重

量も重い,従って,重心位置が高いとい

う設計_Lのまずさは除よされている｡

このことは耐振的な設置条什を安易に

すると同時に,保証分解能をも上げ,

且つ通常の操作をも容易にしている｡

電子銃部のコンパクト化が図られた

結果,鏡体レンズ系のコンパクト化も

図られ,汎用形電顕の寸法と同等とな

っているばかりか,機線的にも4段レ

ンズ系の採用により汎用形電顕の特長

が大幅に採り入れられ,倍率範囲(200

倍～300,000倍)は広く,自動焦点方式

(ズーム レンズ),制限視野イ象と回折像

のワンタッチ切換え,j最影倍率,加速

電圧など諸条件のフイルム上への自動

焼込み,自動カメラ,自動排気系など,

各部に大幅な日動化が図られ,ほとん

ど汎用形電顕と火器のない構成機能と

なってし-る｡また試料傾令一装置などの

付属装置類も汎用形電顕との在換惟が

得られるように設計されている｡また,

据付面相は,200kV用高圧トランスも

従来形に比べ大巾副ニコンパクト化され

た結果,汎用形電王疎と全く同等の据付

スペースで設置が‾叶能である｡

表1に主な仕様を記す｡

(Ll克製作所 計測器事業部)
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図】H-700形日立200kV電子宗頁徹鏡

表l 主な仕様

項 目 イ土 様

分子膵 能 2.8Å(格子億)

加速電圧 50.100,】50,175,200(kV)

倍率範囲 1 300倍--300,000倍

2.50倍-､-2′000倍

日立DDW形デジウェイ

多くの接点信号を扱う計装工事では,

工事配線費の占める割合が年々増加し

ている｡工事費,材料費の両面からの

改善を考燈したDDW形デジウェイは,

従来の多心マルチ ケーブルに代わって,

わずか2心のケーブルで多数の接点信

号を伝送できる信号イム送装置である｡

1.主な特長

(1)1対の線路で,32爪の接点イ言号を

伝送できるので,‾工事費,材料費の低

入力接点,SWなど

31

32

DDW-32S形

匡= DDW形デジウェイ構成図

S6

i成と工期のく短縮が可能である｡

(2)反転2連送方式により,ノイズに

よる誤りのないf云送ができる｡

(3)機器内部ほチ黙配線化され､イ言相性

が高く,保守が容易である｡

(4)接点のオン･オフ状態がランプで

表示されている｡

2.主な用途

(1)現場に設置されたリミット スイッ

チなどのオン･オフ信号のf去送

接点で出力

2心ケーブル

一叢大4km一-

DDW-32R形

l
督
新
田
凝
駁
推

甘

≠q

2

3

4

広域ヤード内の親子間の信号伝送

シーケンサの入･出力信号の伝送

その他のオン･オフイ言号の伝送

3.構 成

DDW形デゾウェイは,32S形入力

ターミナルと32R形｢=カターミナルか

ら構成される｡図lにホすように,フ

ィールドの接ノ､くのオン･オフ信号がそ

のまま出プJターミナルの端i子に取り亡H

せる｡ (日_‾在磐川一三所計測器事業部)

表I DDW形デジウェイ標準仕様

項 目
■ 仕 様

形 式
DDW-3ZS DDW-3ZR

入力ターミナル 出力ターミナル

入･出力仕様

a接32点 ∂接32点

無電圧接点 無電圧接点

(DC48V,川mA) (AC100V.2A)

寸 二去 紐270ゾ横Z94Y 縦270Y横426Y

(mm) 高さ165 高さ165

伝送サイクル 約7nlS

伝 送 方 式 時分割サイクリック伝送方式

使用ケーブル

ケープ■ル長 2km以下:0.9mmコ以上

4km以下:卜25mm,'以上

のケーブルにて,ペア･ツイスト

ケーブル使用

電 7原 AC川0V=0%

周 囲 温 度
-10Cc､-†50Cc
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日立高速ファックス"HIFAX-500”シリーズ

[J立製作所は､令卜守一体走布方式及び

帯域圧縮装置を採用した高速ファック

ス"HIFAX-500-'シリーズを従来の

200シり【ズ(A4･B5)に加え,昭

和50年5月1F一丁から発売した｡

本機械は,HF541T(送イ三傑),

HF541R(受信機),HF541C(送′受

や岬■
ヽ誌

嗣脚
鄭癖

(∂)HF541T (bl HF5J=R

送信機 受信機

図l``HIFAX-500''シリーズ

確樹槻

一体機)及びHF541Ⅹ(送′受兼用機)

の4機椎である｡

ファックスとは,送信機に挿人した

書画の写しを通信線路で結んだ遠隔地

にある受信ヰ幾で得る装置である｡

"HIFAX-500''シリーズは∴交換機

などと組み合わせて事業所和互間を結

ぶ高速ファックス ネットワーク,公衆

電言利司線や専用線を利用した対向シス

テムなど,規模に応じたm途に幅広い

活用が期待される｡

1.主な特長

(1)送イ言部には日立製作所が開発した

ホトダイオード アレイを,また1受信部

には電子走鹿式マルチ スタイラスを使

い,送‥受信部とも固体電子走庖を採

用したので,ナi三相性が大幅に向上し,

保守･調整も簡単になった｡

(2)帯域圧縮袋置を利用しているため

1電送時間が細く,過イ‾妄三料も大幅に低i成

される｡

(3)4機稚を適当に組み(ナわせて最も

目的にあった経音斉rl(Jなシステムが組める｡

表l"H==AX-500”シリーズの仕様

功

区分 項 目 仕 様

!送信原稿幅

送ほ査綿し主走査!密度副走査
信一-

走査方式

部---

最大210mm(+lSA4)

6本ノ/mm

4本/mm(標隼)

6本/mm(高塀條)

固体電子走査による平面

走査方式

電送時間

トーーーー
ーーーー

l記妄景方式

受

信

記 韓 系氏

約一分/A4(原稿内容に

より異なる)

乾式静電記録(粉体現像)

幅210mmX100mロール紙

マルチ スタイラス電子走

査による平面走査方式

4.800BPSノ/2′400BPS

の切換イ吏用

2.主な仕様と外観

表1に -しHIFAX-500‥ シリーズの

仕様を,図1にHF541T送イ‾ご機,HF

541R′受信機の外観を示す｡

(日立暫望作析 通信機事業部)

腕時計用i夜晶表示装置

ディジタル式電子糀時計は,動く部

分をもたない全国体式腕時計であり,

高精度化と廉価化を同時に満足する可

能ノl･fl三から世界的に注臼を集めている｡

日立製作所は,この表示用として極

端に消費電力が少なく,常時点燈の可

能な液晶表示素子(図1,2)の製品化

を完了Lた｡

晩晴計用の表示部品としては,一般

に抵抗なく受け入れられる表示品質と,

厳しい環境条件で5年以卜の仲川に耐

えるものでなければならなし-｡

従って,今回製品化したTN形液晶

表示素十は,(1)表示品質､(2)高信

栢件,(3)低電圧駆動,(4)夜間表示

に十分な考慮が払われており,その特

長及び主な仕様は次のとおりである｡

1.主な特長

(1)完全な無機シールのバッケmジ化

を達成したため,信頼度が非常に高い｡

(2)電極に特殊な処理を施すことによ

り,寿命時間が長い｡

(3)駆動′定圧は3Vであり,昇圧担川各

の省略,又は簡略化が′叶能である｡

(4)適度の指向性をもった反射枇と,

明るく偏光度の大きい偏光板の組み介

わせて,よr)明るく見やすい表示特性

をもつ｡

(5)動作温度が一10～＋60pC,保存況

止範囲幅が-20～＋700cと仁二い｡

(6)インピーダンスが高く,且つ低電圧

駆動のため,`l‾注力の消費が少ない｡

(7)導光体に特殊な処玉里を施してある

ため,昼間の特性を‡員わず明るく,〈

っきりとした夜間表示が可能である｡

2.主な仕様

1

2

3

4

5

6

7

00

駆動方式:

駆動電圧:

コントラス

立上り時間

カニ下り時制

消費屯†充:

寿命時間:

素イー厚み:

スタテイ･ソク

3V,32Hz

ト:15:1

:60ms

:140ms

l/JA/cm2

50,000時間

1.8mm

(日立製作析 電子管事業部)

､≧､≡孝孝ご題奮､警､､ニ☆･′∧識£くⅣ∧二 桝､"㌫ミ㍍:ニ:÷蛋

､琴要望まこ､､慧昌運攣賢

図l 液晶表

示素子の外形

〔上からH206了,

H2069,H20了0

(以上,反射

形:昼間用)

及びH20了l

(透過形:昼･

夜間用)〕

図2 点燈時

のH2086

S7
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日本セメント株式会社香春工場納め

日立汎用ポンプ速度制御システム
昭和50年6月,日本セメント株式会

社香春工場に,汎用ポンプ給水システ

ムとしては高圧であり,またポンプ駆

動用2極HCモートルとしても高出力

であり,それぞれ技術的に高レベルの

日立汎用ポンプ速度制御システムを納

入した｡

本ポンプ設備は,セメント製造過程

のクーラ,キルンの排ガス,ロータリ

ドライヤ,ミルの調湿などに使用され

図l ポンプと制御

装置

るもので,日下好調に稼動中である｡

1.主な特長

(1)日立汎用ポンプ速度制御システム

として,26kg/cm2吐出し庄一定制御は

高圧の点で,また2極HCモートルと

して,45kWは出力の点で,それぞれ記

録品である｡

(2)ポンプの運転方法に自動始動･停

止のロータリ方式を採用するなど,合

理的なポンプ設備である｡

(3)ポンプは20kg/cm2から26kg/em2の

問,自由に設定値を変えられる吐出し

庄一定制御運転である｡

なお,匡‖にポンプ及び制御装置の

外観を示す｡

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所 商品事業部)

表l 日本セメント株式会社香春工場納
め ポンプ速度システムの仕様

項 目 イ士 楼

ポ

ン■

ブ

吐出L量 0.4m3/min

全 揚程 260m

形 式
65×ト645,

高揚程GME-CH

台 数 4台

モ

l

ト

ノレ

形 式 HCモートル

出 力 45kW

電圧,周三虚数,極致 440V,60Hz,2P

制

御
盤

形 式 SD-AM

面 数 3面

プレハブ分岐付耐火ケーブル

(ブランチマチック⑧FRシリーズ)
黄近,ビル火災が押え,消防用設備

(非常照明,消火設備,排煙設備など)に

対する規制が強化きれている｡ニれら

の設備は,万･一火災が発生した場合,

避雉誘導,消火活動を支えるため,840

0cx30分に耐える耐火ケーブルの使用

が義務付けられてし､る｡現在そのケ【

ブルとしては,従来のMIケーブルに

代わり,;宗出配線ができる耐火ケーブ

ル(商品名:FR-8ⅠⅠ)が主に使用され

てし､る｡耐火ケーブルは,一般のケー

ブルに比べ,特殊な耐火層をもってい

るため,税地での直線や分【岐作業は特

に注慈を必要とし,作業が面倒であっ

た｡この現地作業のポカ化と品質の安

▲

■)l田

図l 分岐付耐火ケーブル
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定化を図るために開発したものが,プ

レハブ分岐付耐火ケーブル(ブランチ

マナック凧FRシり【ズ)である｡

1.主な構造

図1はケーブル分岐部の外観で,分

1岐接続後,特殊耐火材で耐火処非を施

し,射出成形品(ビニル モールド)で

ケーブルと一一体化したものである｡

2.主な特長

(1)耐i子は分帖作業が,プレハブ化さ

れているため,′呪他作業が大巾釦二省力

化され,_工期が怒硝昌される｡

(2)品質管叩の行き届いた工場内で′-ヒ

図2 耐火試験中の分岐付耐火ケーブル

産されるため,安定した品質が得られる｡

(3)分岐部の外装は,ビニル モールド

方式により,ケーブル シースと一体化

されているため,水密性に優れている｡

(4)分岐部は,電気特性,耐火特性と

も｢消防法+,電気設備技術基準などで

規定されているケーブル本体性能と同

等以上の特性をもっている｡

3.耐火試験及び布設月犬況

図2に耐火試験中の分L岐付ケ【ブル

を,図3に実際に納入布設した状況を

ホす｡

(日立電線株式会社)

図3 ケーブル ラックに布設した状況




